
局 部 課

3 年度

9

10

人

有

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
―

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

―

Ⅰ．基本情報

有 取組 特別支援教育の充実

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ④特別支援教育の推進

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ―

―

目標値

4.5

―

令和6年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和5年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 特別支援学校管理運営事業（学務課） 事業番号 038-012

担当部署名 教育委員会事務 学校管理 学務

施策3.将来に希望が持てる子育て・教育 ～Children's future～ (2) 子どもの可能性を伸ばし未来を切り拓く力を育む教育の推進

ゴール⑷質の高い教育をみんなに ターゲット

―

― 目標値

　 ─

公民連携・協働事業 ―

点検対象年度 令和 7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

市立支援学校に通学する児童生徒の円滑な通学と通学途上の安全確保

5

市立支援学校に通学する児童生徒
対象数 単位

475

人

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

■百舌鳥支援学校及び上神谷支援学校の送迎バスを運転手及び添乗員付きで借上げを行う

■百舌鳥支援学校分校については、重度重複障害のある児童生徒の状況を考慮し、送迎タクシーの借上げを行う

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 委託業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位
実績 目標 目標

市立支援学校に通学する児童生徒の

円滑な通学と通学途上の安全確保

目標値 0

当該目標を設定した理由
市内の広範囲から支援学校に通う障害のある児童生徒が、安全に通学するとともに、保護者の負担軽減を

図るため。

目標に対する実績 市立支援学校に通学する児童生徒の円滑な通学と通学途上の安全確保ができている

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

点検対象年度

実績値 0

達成率

令和4年度 令和5年度 令和6年度

送迎バス、タクシーの運行により安全に

通学できた児童生徒数

当該指標を選定した理由
市立支援学校への通学に送迎バス、タクシーを要する全ての児童生徒に、安全な通学手段の確保が必要な

ため。

目標値の設定根拠・算出方法 送迎を希望する支援学校在籍児童生徒

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 389 436 475

実績値 389

100% 100%

436

達成率



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

決算

436

特別支援学校管理運営事業（学務課） 事業番号 038-012

令和6年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事務事業名

0

財

源

内

訳

国支出金 6,614 10,573 6,400

令和6年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

0 0

市債 0 0

決算

185,034 193,754 233,667 226,799

13,135

その他

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 188,314 197,034 236,907 230,039

183,181 227,267 213,664 376,489

人件費  （ｂ） 3,280 3,280 3,240 3,240 3,240

年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

事

業

費

内

訳

項　　　目

予算

決算

R6

自動車借上料

0 R6 予算

R5 決算 2,681 0 R5 決算

R5 決算

事業費

R6 予算 376,489 376,489 R6 予算

R5 決算 224,118 213,664

0

令和4年度

389

R5 決算 R5 決算

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

① 送迎バス、タクシーの運行により安全に通学できた児童生徒数 人

Ⅳ．事業の効率性

備考（算出についての説明等）

19

R5

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

■支援学校を設置している政令市において同様の業務を実施しており、民間業者に委託することで、費用を抑制できている。

　（職員で送迎バス25台を運行する場合、人件費が332,500千円増となり事業費を上回る。）

■送迎バス25コースの運行及び、送迎タクシーの運行をしたことで、目標が達成できており、効果が得られている。

通学手段の確保が必要な児童生徒を全て送迎することができたため、児童生徒の円滑な通学と通学途上の安全確保に寄与した。

R6 予算 R6

決算 当初予算 決算

R5 決算 R5 決算

その他備品購入費

R6 予算 R6 予算

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 178,420

当初予算

0

うち

一般財源

0

376,489

379,729

予算

R5

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

単位区　　分

R6 予算

単位当たり経費

17

16

197,034

506,514

R6 予算 0

令和5年度

230,039

527,612


